
名古屋工業大学・工学（系）研究科（研究院）・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３９０３

基盤研究(B)（一般）

2018～2016

工学英語語彙の自律学習・共通評価システムJ-ENG2の構築

J-ENG2: Online English Technical Vocabulary Self-Learning System for Engineering
 Students

４０３４１２２６研究者番号：

石川　有香（Ishikawa, Yuka）

研究期間：

１６Ｈ０３４４５

年 月 日現在  元   ６ １１

円    10,000,000

研究成果の概要（和文）：工学研究の国際化が進む中で，学生の英語論文読解力の強化が求められている。この
ため，各種 の工学語彙表が開発されてきたが，従来の研究は，（1）英語教員の判断で語彙が選定されていた，
（2）語彙学習の具体的方法が示されていなかった，（3）学習成果や達成度を知る方法がなかった， という制
約があった。
そこで本研究では，（1）工学学生・教員等を対象とした，大規模ニーズ分析をふまえて，信頼できる形で語彙
を選定し，それらの語彙を定着するための（2）自己学習オンラインシステムと，（3）共通テストシステムのた
めの教材開発を行なった。

研究成果の概要（英文）：There is increasingly more attention paid to ESP (English for Specific 
Purposes) in the field of English education at the university level as well as at the occupational 
or professional program level. ESP courses are primarily “designed to meet specified needs of the 
learner” and therefore usually focus on particular linguistic features, learning skills, 
discourses, and genres to be learned. However, very few researches have been conducted on the ESP 
vocabulary needs of Japanese university students. The purpose of this study is to conduct a thorough
 needs analysis from the perspective of a “needs analysis triangle”, and, based on the needs, 
develop the best possible ESP vocabulary learning system for Japanese university students majoring 
in engineering and related fields. A detailed survey presents a clear picture of what they need to 
learn, to what extent, and how they need to learn. 

研究分野：外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
一般の英語学習者を対象とした英語語彙学習教材は多く開発されているが，専門語彙の学習教材開発について
は，いまだに十分な研究がなされていない。大学・大学院レベルにおいては，専門語彙の知識は，議論を理解す
る上で重要な役割を担う。本研究は，工学を専門とする教員・大学院生の協力の下，何を，どこまで，どうやっ
て教えるべきかという調査を踏まえ，工学専門語彙教材の開発を行なった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
国際競争が激化する中，工業系大学においては，英語で発信された最新情報を正確に受け取
り，さらに，自らの研究成果をいち早く英語で発信することができる英語力の重要性が広く認
識されるようになった。特に，文部科学省（2003）の「『英語が使える日本人』育成のための
行動計画」の発表以降は，英語教育研究においても，専門分野で必要な英語力の育成に焦点が
当てられるようになり，ESP（English for Specific Purposes「特定の目的で使用する英語」）に
注目した取り組みが増えている。 
そもそも工学系大学では，学生の興味や関心が狭く限定されていて，一方向にそろいやすい
環境にある。ESP 教育を導入した場合には，英語学習への動機づけが行われ，大きな学習効果
が期待出来る可能性が高い。我が国の工学系大学においては，これまでにも，ESP 教育研究が
盛んに行われてきた。コーパスを用いた工学英語語彙研究に限ってみても，様々なコーパス語
彙研究が行われ，複数の工学英語語彙表が作成されている。しかしながら，その一方で，ESP
教育の要となる「ニーズ」の調査研究は，十分に行われてきたとは言い難い。中でも，工学英
語語彙に関するニーズの調査研究は，ほとんど行なわれてこなかったと言える。 
 
２．研究の目的 
本研究では，大学生・大学院生用工学英語語彙システムの開発を目的として，工学英語教育
の関係者を対象に，工学英語語彙のニーズ調査を行う。調査対象者は，工学専攻の大学院生，
工学専門分野の教員，工学系大学卒業生とする。工学分野の研究活動や職場においては，どの
ような状況で，どのような工学英語語彙の，どういった知識が，どこまで必要となるのか，質
問紙を用いて調査を行う。次いで，工学系論文コーパスを用いて，ニーズに基づいた，語彙表
を作成する。工学英語語彙学習者の学習傾向・学習方略・学習効果の調査を行い，工学英語語
彙を定着するための自己学習オンラインシステムの開発を行う。さらに，学習効果を測定する
ための共通テストシステムの開発を目指す。 
 
３．研究の方法 
 ニーズ調査に関しては，以下の 3点に留意した新しい調査を実施することとした。 
(1) 対象者の拡張：大学の工業系の課程で教育・研究を行っている教員と大学院生，および，
大学の工業系の課程を修め，就職して働いている関係者（卒業生）を対象に三元的調査を行う。 
(2) 調査対象の拡張：語彙だけを個別的に取り出して調査するのではなく，語彙の実際の使用
環境をふまえ，語彙を取り巻く 4技能についてもあわせて調査を行う。 
(3) ニーズの定義の拡張：社会における英語・英語語彙使用の実態の解明に加え，対象者の英
語力・英語語彙力や，その学習過程についても調査を行う。 
 工学英語語彙の選定には，下記のような基準を設定した。 
(1) 大学進学者の大半が受験する大学入試センター試験を基準に既習語彙を定める， 
(2) 多くの大学で工学部に設定をしている 8分野を対象に英語論文コーパスを構築する， 
(3) 工学英語論文構成語彙を 4レベルに分ける， 
(4) 学習者それぞれのレベルとニーズに合わせて学習ができるように，初級レベルの語彙から
専門語彙までを広く含む工学英語語彙表を作成する。 
 
４．研究成果 
ニーズ調査結果，院生レベルでは，自己の研究成果を英語で発信するための「書く」活動は
それほど頻繁に行われてはいないが，研究者レベルでは，「読む」「書く」活動における英語の
ニーズは，ともに高くなっており，それぞれの活動のおよそ 70％は英語で行われていることが
分かった。一方，卒業生の職場では，「読む」「書く」「話す・聞く」において，英語の割合には
それほど大きな差はなく，仕事を行う上では，英語での双方向での「やりとり」が中心となる
こと，また，英語で「話す・聞く」のニーズも高くなっていることがわかった。工学英語語彙
のニーズに関しては，見て意味が分かる，聞いて意味が分かるだけではなく，日本語を見ると
対応する英語が思い浮かぶ力や，どのような語と組み合わさって使用されているかという知識
も必要とされていることが明らかとなった。  
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